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第43号

平成20年第２回定例会が６月16日から６月27日までの12日間の

会期で開催されました。

今定例会では、市長より「和泉市税条例の一部を改正する条例制

定について」など、議案18件、報告24件が上程され、それぞれ可決

等されたほか、議員提出による「和泉市議会議員の報酬及び費用弁

償等に関する条例の一部を改正する条例制定について」ほか２件の

条例及び規則改正議案についても可決、あわせて６件の意見書につ

いても可決され、関係行政庁に送付されました。

また、６月25日・26日には、13人の議員から市政全般にわたる一

般質問が行われ、活発な議論が交わされました。

和泉市南部リージョンセンター

主な掲載内容
○常任委員会の審査概要
・・・・・２・３ページ

○一般質問
・・・・・４～７ページ

○第３回定例会の予定等
・・・・・・・８ページ

平成平成2020年第２回定例会を開催年第２回定例会を開催



和 泉 市 議 会 だ よ り 平成20年９月１日（2）

第
２
回
定
例
会
で
上
程
さ
れ

た
議
案
は
各
所
管
委
員
会
に
付

託
さ
れ
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
紙
面
の
都
合
上
、

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
で
の
質
疑

の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

総
務
安
全
委
員
会

和
泉
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

【
委
員
】
公
的
年
金
受
給
者
の
所
得
に

係
る
特
別
徴
収
に
つ
い
て
、
年
金
か

ら
の
天
引
き
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、

市
の
滞
納
額
が
減
少
す
る
と
予
想
さ

れ
る
が
、
現
在
の
市
税
収
入
に
お
け

る
徴
収
率
や
65
歳
以
上
の
対
象
者
な

ど
の
現
況
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

【
理
事
者
】
本
市
の
市
税
収
入
に

お
け
る
徴
収
率
は
、
94
・
７
％
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
65
歳
以
上
の

対
象
者
の
中
で
特
別
徴
収
さ
れ
て

い
る
方
に
つ
い
て
滞
納
は
な
く
、

口
座
振
替
利
用
者
並
び
に
納
付
書

で
納
付
さ
れ
て
い
る
方
の
滞
納
に

つ
い
て
も
一
部
、
分
納
等
に
よ
り

納
付
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
年

金
か
ら
の
特
別
徴
収
を
実
施
す
れ

ば
、
全
体
的
に
滞
納
は
少
な
く
な

る
も
の
と
考
え
る
。

【
委
員
】
公
的
年
金
受
給
者
の
特

別
徴
収
制
度
に
お
い
て
は
今
後
ど

の
よ
う
な
形
で
、
ま
た
ど
の
よ
う

な
周
知
徹
底
を
図
る
の
か
。

【
理
事
者
】
本
制
度
導
入
後
に
つ

い
て
は
、
ま
ず
社
会
保
険
庁
と
デ

ー
タ
の
授
受
を
行
う
。
こ
れ
に
伴

う
シ
ス
テ
ム
開
発
に
つ
い
て
は
、

情
報
の
伝
達
シ
ス
テ
ム
及
び
既
存

シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
早
急
に
検
討

し
、
周
知
に
つ
い
て
は
、
市
広
報

の
掲
載
及
び
折
り
込
み
チ
ラ
シ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
を
予
定
。

ま
た
税
務
署
と
の
協
力
体
制
に
よ

り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
市

申
告
会
場
で
の
説
明
や
出
前
講
座

等
を
考
え
て
い
る
。

【
委
員
】
今
回
の
改
正
で
、
寄
附

金
控
除
の
対
象
は
ど
の
よ
う
な
取

り
扱
い
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま

た
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
の
推

進
に
向
け
た
方
策
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

【
理
事
者
】
こ
の
ふ
る
さ
と
納
税
に

お
い
て
は
都
道
府
県
や
市
町
村
、
特

別
区
に
対
す
る
寄
附
金
や
共
同
募
金

会
な
ど
に
対
す
る
寄
附
金
等
が
対
象

で
あ
り
、
本
市
と
し
ま
し
て
は
、
第

４
次
総
合
計
画
の
７
つ
の
分
野
を
受

け
皿
と
し
て
、
幅
広
く
寄
附
金
を
募

る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て
（
和
泉
市
農
業
体
験
交

流
施
設
）

【
委
員
】
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
で
実
施
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、
何
社
公
募
が
あ
り
、
そ

の
結
果
及
び
審
議
経
過
に
つ
い
て

教
え
て
ほ
し
い
。

【
理
事
者
】
公
募
に
つ
い
て
は
１

社
で
あ
り
、
審
議
経
過
に
つ
い
て

は
４
月
10
日
か
ら
18
日
ま
で
の
間

で
募
集
要
項
を
配
布
、
募
集
説
明

会
を
４
月
21
日
に
実
施
、
質
問
事

項
の
受
付
が
４
月
22
〜
25
日
、
質

問
に
対
す
る
回
答
が
同
月
28
日
〜

５
月
２
日
、
申
請
書
提
出
期
間
が

５
月
７
〜
15
日
、
選
定
委
員
会
を

５
月
23
日
に
実
施
し
た
。

【
委
員
】
指
定
管
理
期
間
は
７
月

１
日
か
ら
と
な
っ
て
い
る
が
、
実

際
の
施
設
の
オ
ー
プ
ン
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

【
理
事
者
】
オ
ー
プ
ン
ま
で
の
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
建
物
の
建
設
が
５
月

末
で
完
了
し
て
い
る
が
、
附
帯
・

水
道
工
事
が
残
っ
て
い
る
た
め
、

完
成
に
つ
い
て
は
、
９
月
中
旬
の

予
定
で
あ
る
。

【
委
員
】
施
設
の
管
理
に
つ
い
て

都
市
環
境
委
員
会

付
託
委
員
会 

結  

果 
 

件
　
　
　
名 

議
決
結
果
一
覧
表 

●
和
泉
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制 

　
定
に
つ
い
て 

●
和
泉
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の 

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て 

●
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

　
（
和
泉
市
農
業
体
験
交
流
施
設
） 

●
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て 

　
（
仏
並
町
５
号
線
） 

●
和
泉
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条 

　
例
制
定
に
つ
い
て 

●
和
泉
市
土
地
改
良
事
業
及
び
林
業
関
係
事
業 

　
分
担
金
並
び
に
農
用
地
総
合
整
備
事
業
負
担 

　
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ 

　
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

●
和
泉
市
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の 

　
定
数
を
定
め
る
条
例
制
定
に
つ
い
て 

●
和
泉
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一 

　
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て 

●
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解
に
つ
い
て 

　
（
公
園
内
事
故
） 

●
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解
に
つ
い
て 

　
（
医
療
事
故
） 

●
平
成
20
年
度
和
泉
市
一
般
会
計
補
正
予
算 

　
（
第
１
号
） 

 

●
平
成
20
年
度
和
泉
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特 

　
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
） 

●
平
成
20
年
度
和
泉
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別 

 

　
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
） 

●
平
成
20
年
度
和
泉
市
市
街
地
再
開
発
事
業
特 

　
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
） 

●
平
成
20
年
度
和
泉
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会 

　
計
補
正
予
算
（
第
１
号
） 

総
務
安
全 

常
任
委
員
会 

総
務
安
全 

常
任
委
員
会 

都
市
環
境 

常
任
委
員
会 

都
市
環
境 

常
任
委
員
会 

都
市
環
境 

常
任
委
員
会 

都
市
環
境 

常
任
委
員
会 

  

都
市
環
境 

常
任
委
員
会 

総
務
安
全 

常
任
委
員
会 

都
市
環
境 

常
任
委
員
会 

厚
生
文
教 

常
任
委
員
会 

総
務
安
全 

都
市
環
境 

厚
生
文
教 

常
任
委
員
会 

厚
生
文
教 

常
任
委
員
会 

都
市
環
境 

常
任
委
員
会 

都
市
環
境 

常
任
委
員
会 

厚
生
文
教 

常
任
委
員
会 

 

可
決 

（
賛
成
多
数
） 

可
決 

（
全
会
一
致
） 

可
決 

（
全
会
一
致
） 

可
決 

（
全
会
一
致
） 

可
決 

（
全
会
一
致
） 

可
決 

（
全
会
一
致
） 

  

可
決 

（
全
会
一
致
） 

可
決 

（
全
会
一
致
） 

可
決 

（
全
会
一
致
） 

可
決 

（
全
会
一
致
） 

可
決 

（
全
会
一
致
） 

  

可
決 

（
全
会
一
致
） 

可
決 

（
全
会
一
致
） 

可
決 

（
全
会
一
致
） 

可
決 

（
全
会
一
致
） 
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●
平
成
20
年
度
和
泉
市
和
泉
診
療
所
事
業
特
別 

　
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
） 

●
平
成
20
年
度
和
泉
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予 

　
算
（
第
１
号
） 

●
平
成
20
年
度
和
泉
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予 

　
算
（
第
１
号
） 

●
和
泉
市
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等 

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制 

　
定
に
つ
い
て 

●
和
泉
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す 

　
る
条
例
制
定
に
つ
い
て 

●
和
泉
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る 

　
規
則
制
定
に
つ
い
て 

そ
の
他
、
報
告
24
件
、
監
査
報
告
10
件
・
意
見
書
６
件
が
可
決･

承
認
等 

さ
れ
ま
し
た
。 

厚
生
文
教 

常
任
委
員
会 

都
市
環
境 

常
任
委
員
会 

厚
生
文
教 

常
任
委
員
会 

 

可
決 

（
全
会
一
致
） 

可
決 

（
全
会
一
致
） 

可
決 

（
全
会
一
致
） 

可
決 

（
全
会
一
致
） 

 

可
決 

（
全
会
一
致
） 

可
決 

（
全
会
一
致
） 

 

は
農
業
体
験
交
流
施
設
だ
け
の
運

営
管
理
に
な
る
の
か
、
ま
た
併
設

さ
れ
る
予
定
の
市
民
集
落
農
園
が

あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
関
係
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

【
理
事
者
】
小
川
西
団
地
内
で
は
、

交
流
施
設
と
集
落
農
園
と
い
う
２

つ
の
事
業
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
別

の
組
織
が
運
営
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
交
流
施
設
に
つ
い
て
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
が
運
営
す
る
。
ま
た
集
落
農
園

に
つ
い
て
は
小
川
西
集
落
農
園
組

合
で
の
運
営
と
な
っ
て
い
る
。
同

じ
団
地
内
な
の
で
、
あ
る
程
度
の

連
携
・
関
係
に
つ
い
て
は
発
生
す

る
か
と
思
わ
れ
る
。
運
営
組
織
は

別
で
あ
る
が
、
市
と
し
て
は
、
一

連
の
関
連
づ
け
た
団
地
運
営
を
目

指
し
て
い
る
。

平
成
20
年
度
和
泉
市
病
院
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

【
委
員
】
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、

医
療
事
故
及
び
職
員
給
与
の
補
正

で
あ
る
が
、
給
与
の
カ
ッ
ト
率
に

つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
。
職
員
の

給
与
２
％
カ
ッ
ト
、
特
別
職
に
つ

い
て
は
、
市
長
・
病
院
管
理
者
は

10
％
、
副
市
長
に
つ
い
て
は
６
％

カ
ッ
ト
。
こ
れ
は
病
院
の
財
源
状

況
が
悪
く
な
っ
た
責
任
云
々
と
い

う
こ
と
で
管
理
者
の
カ
ッ
ト
分
が

多
く
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
の
考
え
方
は
。

【
理
事
者
】
今
回
の
職
員
の
給
与

カ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
労
働
組
合

と
の
協
議
・
交
渉
を
重
ね
た
結
果

最
終
的
に
は
労
使
合
意
で
、
給
与

２
％
、
ま
た
管
理
職
手
当
は
10
％

カ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

市
と
し
て
は
、
議
会
で
も
再
三
申

し
上
げ
て
い
る
よ
う
に
、
市
立
病

院
と
し
て
存
続
で
き
る
か
の
ラ
ス

ト
チ
ャ
ン
ス
に
差
し
か
か
っ
て
お

り
、
市
立
病
院
の
存
続
に
向
け
て
、

ま
た
病
院
財
政
健
全
化
に
向
け
て

全
職
員
に
協
力
を
お
願
い
し
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
管
理

者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
病
院
事
業

を
管
理
す
る
責
任
者
と
し
て
、
ま

た
今
回
の
全
職
員
の
給
与
カ
ッ
ト

等
々
を
行
う
中
で
最
終
的
に
は
、

管
理
者
自
ら
の
申
し
入
れ
に
よ

り
、
10
％
カ
ッ
ト
を
実
施
し
た
。

厚
生
文
教
委
員
会

今定例会では次の意見書６件が可決され、内閣総
理大臣や各大臣等に送付されました。
◆大阪府立弥生文化博物館の存続を求める意見書
◆大阪府「財政再建（大阪維新）プログラム（案）」
に関する意見書

◆国による公的森林整備の推進と国有林野事業の
健全化を求める意見書

◆「クールアース・デー」（地球温暖化防止の日）
の創設等を求める意見書

◆携帯電話リサイクルの推進を求める意見書
◆インターネット上の違法・有害状態から子どもを
守るための環境整備を求める意見書

建設中の農業体験交流施設

和泉市立病院

委
員
会
条
例
改
正

第
２
回
定
例
会
で
「
和
泉
市

議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
」

が
上
程
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
改
正
は
、
本
年
３

月
に
行
わ
れ
た
第
１
回
定
例
会

で
、
議
員
定
数
が
２
名
削
減
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
常
任
委
員

会
の
う
ち
総
務
安
全
委
員
会
並

び
に
都
市
環
境
委
員
会
の
委
員

定
数
が
、
９
名
か
ら
８
名
に
変

更
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
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今
定
例
会
で
は
13
人
の
議
員

か
ら
市
政
全
般
に
わ
た
る
一
般

質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
を

要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

何
か
変
だ
ぞ
「
行
政
」
こ
れ
で

よ
い
の
か
？

「
市
区
町
村
た
ば
こ
税
」
に
つ
い
て

庁
内
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

和
泉
中
央
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て

【
議
員
】
二
十
八
年
間
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
引
退
し
て
、
一
市

民
と
し
て
市
役
所
を
見
つ
め
て
い

き
た
い
。

「
何
か
変
だ
ぞ
」
・
東
部
地
域
農

業
振
興
に
関
す
る
諸
問
題
・
新
聞

や
映
像
で
見
る
市
長
の
「
ヒ
ス
ト

リ
ー
」
の
２
点
を
質
問
。
詳
細
は

「
会
議
録
」
Ｈ
・
Ｐ
を
参
照
。
農

業
道
路
の
整
備
事
業
の
関
連
、
福

祉
施
設
の
計
画
を
し
て
い
た
事
業

者
に
視
察
を
強
要
し
た
の
で
は
な

い
の
か
。
旅
費
・
日
当
の
公
文
書

が
あ
る
事
を
指
摘
。

【
理
事
者
】
職
員
は
一
名
、
交
通

費
、
宿
泊
代
を
支
給
。
別
の
職
員

六
名
に
つ
い
て
は
公
務
と
し
て
参

加
、
バ
ス
の
借
上
料
は
古
い
こ
と

な
の
で
特
定
で
き
な
い
。
当
時
、

職
員
の
宿
泊
を
伴
う
視
察
、
費
用

は
全
て
公
費
で
支
出
し
て
い
る
。

【
議
員
】
バ
ス
の
借
上
げ
も
食
事

代
も
全
て
業
者
負
担
で
は
な
い
の

か
。
こ
れ
は
公
金
の
不
正
受
領
、

横
領
の
た
ぐ
い
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。
東
部
農
用
地
の
整
備
、
進

捗
の
過
程
で
あ
り
、
様
々
な
事
を

問
い
た
い
。
今
後
の
再
調
査
を
強

く
依
頼
し
て
お
く
。

人
当
た
り
の
市
税
収
入
も
府
下
で

ド
ン
ケ
ツ
の
本
市
だ
が
、
せ
め
て

た
ば
こ
税
だ
け
で
も
、
和
泉
市
で

販
売
さ
れ
た
分
は
分
割
し
て
納
税

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
要
請
す
れ

ば
ど
う
か
。

【
理
事
者
】
た
ば
こ
税
は
、
市
内

の
小
売
販
売
業
者
に
売
り
渡
し
た

と
き
に
課
税
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
市
内
に
は
、
た
ば
こ
を
多
方

面
に
販
売
し
て
い
る
よ
う
な
小
売

業
者
が
、
他
市
に
比
べ
、
少
な
い

の
が
原
因
で
は
な
い
か
と
考
え
て

お
り
ま
す
が
、
た
ば
こ
税
は
、
地

方
税
法
で
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
現
行
法
上
で
は
難
し
い
と
考

え
ま
す
。

【
議
員
】
市
内
で
買
っ
た
た
ば
こ

に
か
か
る
税
金
が
、
他
市
や
東
京

都
に
納
め
ら
れ
て
い
る
例
が
多
々

あ
る
と
聞
く
。
和
泉
市
に
納
め
ら

れ
て
い
る
た
ば
こ
税
は
約
十
億
円

だ
が
低
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
民
一
人
当
た
り
で
換
算
す
れ
ば

和
泉
市
は
大
阪
府
下
で
も
泉
州
で

も
ド
ン
ケ
ツ
で
あ
る
。
貝
塚
市
の

例
か
ら
言
え
ば
和
泉
市
に
は
た
ば

こ
税
は
十
八
億
円
ほ
ど
納
め
ら
れ

て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
市
民
一

【
議
員
】
パ
ソ
コ
ン
の
Ｏ
Ｓ
が
Ｗ

ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
Ｘ
Ｐ
か
ら
ｖ
ｉ
ｓ

ｔ
ａ
に
移
行
さ
れ
て
い
く
が
今
後

の
対
応
と
以
前
に
質
問
で
お
尋
ね

し
て
い
る
職
員
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に

つ
い
て
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る

の
か
お
伺
い
し
た
い
。

【
理
事
者
】
Ｏ
Ｓ
の
問
題
に
つ
い
て

は
文
字
コ
ー
ド
の
違
い
に
よ
っ
て
、

要
望
に
は
ど
う
対
応
し
た
の
か
。

【
理
事
者
】
都
市
機
構
に
自
治
会

の
意
向
を
伝
え
「
適
正
な
施
設
誘

導
に
つ
い
て
」
文
書
依
頼
を
し
た
。

【
議
員
】
府
は
16
才
未
満
の
ゲ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
へ
の
立
入
を
禁
じ
て

い
る
。
警
察
や
先
生
が
見
回
り
を

す
る
様
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ

う
、
良
好
な
環
境
が
文
化
・
教
育

の
視
点
で
作
ら
れ
る
よ
う
市
が
積

極
的
に
指
導
し
て
欲
し
い
。
ま
た

エ
コ
ー
ル
い
ず
み
北
館
は
「
暫
定

の
建
物
」
だ
が
階
段
や
通
路
の
改

修
が
一
時
的
な
工
事
で
済
ま
さ
れ

る
。
い
つ
ま
で
暫
定
か
。

【
理
事
者
】
機
構
が
処
分
す
る
か

解
体
し
て
公
募
す
る
か
事
業
期
間

末
ま
で
に
検
討
す
る
と
聞
く
。

【
議
員
】
暫
定
だ
か
ら
と
い
っ
て

小
手
先
の
改
修
で
終
わ
る
の
は
利

用
者
を
軽
視
す
る
も
の
だ
。
機
構

に
し
っ
か
り
指
導
し
て
欲
し
い
。

駐
輪
場
も
高
い
と
苦
情
を
聞
く
。

学
割
の
制
度
を
取
り
入
れ
て
は
。

【
理
事
者
】
駐
輪
料
金
の
学
割
は

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

【
議
員
】
堺
市
は
奨
学
生
５
割
学

割
で
10
月
か
ら
は
全
学
生
に
２
割

学
割
も
す
る
。
せ
め
て
奨
学
生
学

割
は
実
施
し
て
欲
し
い
。
ま
た
駐

輪
場
整
備
費
用
負
担
を
は
や
く

「
泉
北
高
速
」
に
申
し
入
れ
を
。

い
わ
ゆ
る
「
文
字
化
け
」
が
発
生

す
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
住
民
情

報
系
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
、
各

市
の
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
が
Ｘ
Ｐ
以
前
の
Ｏ
Ｓ

で
稼
動
し
て
お
り
、
ｖ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ

の
導
入
を
控
え
て
い
る
状
況
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
本
市
に
お
い
て
も

慎
重
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２
点
目
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
つ
い
て

は
、
個
人
情
報
や
重
要
な
デ
ー
タ

を
い
か
に
守
る
か
と
い
っ
た
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
解
決
策
の
一

つ
に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
導
入
を
検
討

し
て
い
く
と
答
弁
し
て
お
り
ま
し

た
。
本
年
12
月
稼
動
予
定
の
庶
務

管
理
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
職
員
証

を
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
し
、
パ
ソ
コ
ン

の
使
用
に
つ
い
て
も
職
員
の
役
割

に
応
じ
て
の
使
用
に
な
り
不
正
使

用
、
情
報
漏
え
い
防
止
の
高
い
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
環
境
が
構
築
さ
れ
る
。

【
議
員
】
い
ぶ
き
野
校
区
連
合
自

治
会
の
「
駅
周
辺
土
地
売
却
後
の

出
店
計
画
の
見
直
し
」
を
求
め
る



和 泉 市 議 会 だ よ り（5）

【
議
員
】
現
代
社
会
に
お
い
て
は

60
才
代
で
も
全
て
に
お
い
て
男
性

も
女
性
も
現
役
そ
の
も
の
で
あ
る

人
が
圧
倒
的
に
多
く
、
ど
こ
か
ら

見
て
も
老
人
と
い
う
表
現
は
全
く

あ
て
は
ま
ら
な
い
。
法
律
用
語
は

さ
て
お
い
て
、
老
人
と
い
う
響
き

に
抵
抗
が
あ
る
様
で
、
な
か
な
か

入
会
に
至
ら
な
い
様
に
思
わ
れ

る
。
各
種
競
技
、
文
化
の
世
界
に

お
い
て
も
現
役
を
卒
業
さ
れ
た
方

は
シ
ニ
ア
と
呼
び
、
勝
負
に
こ
だ

わ
る
こ
と
な
く
気
楽
な
気
持
ち
で

自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
趣
味
と
し
、

地
域
で
生
か
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
が
老
人
集
会
所
と
な
る
と
ち
ょ

っ
と
足
踏
み
し
て
し
ま
う
。
そ
こ

で
、
提
案
す
る
が
、
市
全
体
で
20

校
区
に
あ
る
老
人
集
会
所
を
利
用

さ
れ
て
い
る
地
区
の
老
人
会
を
シ

ニ
ア
会
、
集
会
所
を
シ
ニ
ア
会
館

と
、
名
称
と
名
板
を
作
っ
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
名
板
の
作
成
及
び

設
置
費
用
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

【
理
事
者
】
老
人
会
の
名
称
に
つ

き
ま
し
て
は
、
校
区
の
各
ク
ラ
ブ

の
総
意
で
あ
れ
ば
、
問
題
な
い
と

老
人
会
の
名
称
に
つ
い
て

大
阪
府
財
政
再
建
プ
ロ
グ
ラ
ム

案
に
つ
い
て

耐
震
化
の
推
進
に
つ
い
て

学
校
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
対

す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

考
え
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
老

人
集
会
所
に
つ
い
て
は
行
政
財
産

で
あ
る
た
め
、
行
政
財
産
使
用
許

可
申
請
の
上
、
名
板
の
作
成
及
び

設
置
費
用
に
つ
い
て
は
、
申
請
者

の
負
担
で
お
願
い
し
た
い
。

【
議
員
】
大
阪
府
財
政
再
建
プ
ロ

グ
ラ
ム
案
に
伴
う
影
響
調
査
結
果

が
出
さ
れ
た
が
、
市
と
し
て
ど
う

し
て
い
く
の
か
。
今
年
度
は
建
設

事
業
や
交
付
金
化
を
除
い
た
廃

止
・
削
減
分
は
約
１
２
０
０
万

円
。
今
年
度
は
続
け
る
べ
き
で
あ

り
、
府
が
見
直
し
た
と
し
て
も
８

月
か
ら
出
来
る
状
況
で
は
な
い
。

ま
た
、
来
年
度
の
問
題
も
判
断
は

予
算
編
成
段
階
に
な
る
が
、
何
を

ど
う
す
る
の
か
市
民
に
説
明
す
べ

き
だ
し
、
基
本
的
な
観
点
を
議
会

に
示
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

【
理
事
者
】
何
も
８
月
に
合
わ
せ
る

つ
も
り
は
な
く
、
案
件
に
よ
っ
て

は
色
々
な
ケ
ー
ス
が
出
て
く
る
。

ま
た
21
年
度
以
降
の
予
算
編
成
だ

が
、
府
の
削
減
に
よ
り
切
ら
ざ
る

を
得
な
い
も
の
、
あ
る
い
は
続
け

て
い
く
も
の
、
そ
う
い
う
振
り
分

け
を
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。
20
年

度
は
府
の
予
算
が
ど
う
で
あ
ろ
う

と
そ
の
ま
ま
続
行
す
る
と
い
う
こ

と
も
ま
だ
決
め
か
ね
て
い
る
。

【
理
事
者
】
補
足
答
弁
だ
が
、
府

議
会
終
了
後
８
月
中
旬
ま
で
に
は

今
年
度
に
影
響
の
で
る
施
策
に
つ

い
て
、
一
つ
ひ
と
つ
精
査
し
た
も

の
を
議
会
に
示
し
な
が
ら
市
民
に

も
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

【
議
員
】
少
な
く
と
も
今
年
度
の

分
は
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
議
員
】
中
国
四
川
省
大
地
震
で

多
く
の
学
校
が
倒
壊
し
子
ど
も
達

が
亡
く
な
ら
れ
た
が
、
市
の
耐
震

化
の
現
況
は
。

【
理
事
者
】
小
中
学
校
１
１
０
棟

の
内
54
棟
の
耐
震
化
工
事
が
必

要
。
そ
の
う
ち
25
棟
は
二
次
診
断

が
完
了
し
、
残
り
の
29
棟
を
３
年

間
で
実
施
予
定
。
本
年
度
は
３
棟

の
工
事
を
実
施
。
体
育
館
は
今
年

度
で
全
て
補
強
工
事
が
完
了
予

定
。
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
全
て
完

了
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
公
共
施

設
で
耐
震
化
す
べ
き
も
の
は
７
５

１
棟
で
３
９
８
棟
の
耐
震
化
が
図

ら
れ
て
い
る
。
市
の
本
庁
舎
１
号

館
（
旧
本
館
）
は
耐
震
基
準
を
下

回
り
、
改
修
工
事
が
必
要
で
あ
る

が
、
現
在
関
係
部
門
と
協
議
中
で
、

本
年
度
中
に
考
え
方
を
整
理
す

る
。

【
議
員
】
文
科
省
は
四
川
大
地
震

を
受
け
、
補
助
率
を
引
き
上
げ
る

法
律
改
正
を
行
っ
た
。
将
来
を
担

う
子
ど
も
達
の
命
は
何
よ
り
も
大

切
で
あ
り
、
法
改
正
も
あ
る
中
で

市
長
の
考
え
は
。

【
理
事
者
】
法
改
正
は
大
変
歓
迎

し
て
い
る
が
、
３
年
で
そ
の
制
度

に
乗
っ
て
ど
れ
だ
け
前
倒
し
が
で

き
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
、
学
校
現
場
へ
の
影
響
等
と
も

含
め
て
、
い
ろ
い
ろ
と
ハ
ー
ド
ル

も
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
当
初
の

10
年
の
計
画
よ
り
も
前
倒
し
が
で

き
る
と
い
う
思
い
で
取
り
組
む
。

ン
」
が
、
今
年
四
月
全
国
の
教
育

委
員
会
、
学
校
に
配
布
さ
れ
、

「
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
あ
る
子
ど

も
た
ち
を
、
学
校
や
園
で
ど
う
支

え
る
か
」
を
現
場
に
促
し
て
い
る
。

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
を
持
つ
児
童
の

把
握
と
現
在
の
取
り
組
み
を
聞
き

た
い
。

【
理
事
者
】
保
健
調
査
表
に
ア
レ
ル

ギ
ー
の
項
目
が
あ
り
学
校
で
把
握

し
て
い
る
。
取
り
組
み
は
保
護
者

と
の
話
し
合
い
の
中
で
除
去
給
食
、

低
刺
激
の
石
鹸
使
用
、
宿
泊
学
習

に
お
い
て
も
配
慮
し
て
い
る
。

【
議
員
】
重
度
の
シ
ョ
ッ
ク
状
態

の
時
に
使
用
す
る
「
エ
ピ
ペ
ン
」

を
教
職
員
が
不
安
な
く
対
応
で
き

る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
、
ア
レ
ル

ギ
ー
症
状
が
い
じ
め
の
原
因
に
な

っ
て
い
る
と
の
話
も
あ
り
、
周
囲

の
子
ど
も
達
に
も
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
教
育
し
て
も
ら
い
た
い
。

【
理
事
者
】
今
後
、
緊
急
時
の
対
応

に
つ
い
て
も
教
職
員
共
通
の
認
識

の
も
と
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
活
用

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

子
ど
も
達
へ
も
理
解
さ
せ
、
日
常

生
活
の
中
で
互

い
に
気
遣
う
心

を
育
て
る
よ
う

配
慮
す
る
。

【
議
員
】
学
校
保
健
会
が
作
成
し

た
「
学
校
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に

対
す
る
取
り
組
み
ガ
イ
ド
ラ
イ
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【
議
員
】
弥
生
町
は
開
発
か
ら
四
十

年
が
経
過
し
、
ガ
ス
管
な
ど
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
も
老
朽
化
し
、
ガ
ス
会

社
が
更
新
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

先
行
し
た
高
台
住
宅
の
工
事
で
は

費
用
負
担
の
関
係
で
、
安
全
上
問

題
あ
る
外
壁
に
露
出
で
配
管
し
て

い
る
。
ガ
ス
管
へ
の
開
発
指
導
、

安
全
基
準
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

ま
た
水
道
・
下
水
管
等
の
基
準
と

更
新
工
事
の
費
用
負
担
の
考
え
を

聞
き
た
い
。
ま
た
、
ガ
ス
会
社
に

行
政
指
導
は
で
き
な
い
か
。

【
理
事
者
】
ガ
ス
事
業
者
と
の
協

議
は
開
発
事
業
者
が
行
な
い
、
市

行
政
の
関
わ
り
は
な
い
。
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
の
安
全
基
準
は
あ
る
が
、

都
市
ガ
ス
は
関
与
し
て
い
な
い
。

給
水
施
設
の
新
設
、
改
造
、
修
繕

等
は
申
込
者
負
担
。
自
然
漏
水
等

メ
ー
タ
ー
ま
で
の
維
持
管
理
は
市

負
担
。
下
水
道
は
汚
水
桝
ま
で
市

管
理
。
市
事
業
で
の
配
水
管
更
新

が
必
要
な
時
は
市
負
担
。
民
々
の

問
題
で
行
政
指
導
と
し
て
は
難
し

い
が
、
地
域
の
問
題
に
つ
い
て
は

要
請
が
あ
れ
ば
相
談
に
応
え
る
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

改
修
費
負
担
に
つ
い
て

税
源
移
譲
に
よ
る

市
民
へ
の
影
響
に
つ
い
て

南
部
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
モ

ラ
ー
ジ
ュ
泉
北
」
に
つ
い
て

【
議
員
】
弥
生
町
は
「
ま
ち
な
み

地
区
」
指
定
を
受
け
、
住
環
境
を

守
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

市
の
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

の
趣
旨
か
ら
言
っ
て
も
、
市
民
へ

の
支
援
・
協
力
す
べ
き
で
あ
る
。

【
議
員
】
こ
こ
２
年
間
で
大
き
な

税
制
改
正
が
行
わ
れ
た
。
昨
年
の

定
例
会
で
、
年
金
受
給
者
の
内
、

所
得
控
除
の
申
告
を
し
て
い
な
い

方
へ
の
税
内
容
の
周
知
と
申
告
を

促
さ
れ
た
が
、
そ
の
各
関
係
課
の

影
響
に
つ
い
て
の
結
果
報
告
と
今

後
の
周
知
を
お
聞
き
し
た
い
。

【
理
事
者
】
昨
年
の
定
例
会
で
議

員
か
ら
ご
指
摘
の
あ
り
ま
し
た
件

に
つ
い
て
、
住
民
税
で
は
３
５
２

件
の
対
象
者
で
内
２
６
２
件
の
方

か
ら
申
告
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
、
約
８
７
５
万
円
の
税
を
還
付

し
た
。
住
民
税
の
税
額
変
更
の
結

果
、
介
護
保
険
料
で
は
１
８
５
件
、

約
３
６
２
万
円
、
老
人
保
健
の
高

額
療
養
費
で
は
52
件
、
約
17
万
円
、

国
民
健
康
保
険
の
高
額
療
養
費
で

は
９
件
、
約
46
万
円
、
水
道
料
金

減
免
制
度
で
は
15
件
、
約
９
万
円

を
返
還
し
た
。

他
に
も
、
年
金
受
給
者
の
方
で
、

申
告
を
せ
ず
に
市
民
税
が
課
税
さ

れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
国
保

料
等
控
除
申
告
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
市
府
民
税
が
減
額
と
思
わ
れ
る

方
が
、
１
７
０
０
名
に
渡
る
こ
と

が
判
明
し
た
た
め
、
こ
れ
ら
の

方
々
に
対
し
、
改
め
て
申
告
を
し

て
頂
け
る
よ
う
周
知
を
図
り
、
市

民
の
方
々
に
信
頼
さ

れ
る
行
政
を
目
指
し

て
ま
い
り
た
い
。

【
議
員
】
南
部
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
計
画
か
ら
約

10
年
経
過
し
、
７
月
20
日
（
日
）

オ
ー
プ
ン
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
南
部
地
域
と
し
て
は
念
願
が

か
な
い
、
大
変
喜
ぶ
と
と
も
に
感

謝
申
し
上
げ
て
い
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、

南
部
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
オ

ー
プ
ン
時
に
、
信
号
の
設
置
が
間

に
合
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
が

そ
の
理
由
及
び
安
全
対
策
、
警
察

と
の
協
議
等
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

下
さ
い
。

【
理
事
者
】
信
号
機
の
設
置
時
期

に
つ
い
て
は
、
様
々
な
要
因
で
設

置
が
遅
れ
た
も
の
で
、
大
阪
府
の

暫
定
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ

た
の
も
一
つ
の
要
因
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
後
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
は
、
迂
回
路
の
案

内
、
警
備
員
の
配
置
、
警
察
と
は

信
号
機
の
設
置
前
・
設
置
後
の
協

議
を
重
ね
て
い
く
等
、
安
全
対
策

を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

【
議
員
】
南
部
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
が
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
よ

う
、
ま
た
訪
れ
る
市
民
や
お
客
様

の
交
通
安
全
対
策

に
つ
い
て
は
、
万

全
を
期
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

と
し
て
い
る
の
か
。

【
理
事
者
】
庁
内
関
係
各
課
と
連

携
し
、
要
請
事
項
の
と
り
ま
と
め

を
行
う
と
共
に
、
こ
れ
ら
に
基
づ

く
事
業
者
へ
の
要
請
や
必
要
な
協

定
な
ど
の
締
結
を
行
う
。

【
議
員
】
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
の
進
出
を
期
に
、
少
し
で

も
和
泉
市
が
活
性
し
、
ま
た
地
元

住
民
の
皆
さ
ま
に
も
喜
ん
で
受
け

入
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
お
願
い

し
た
い
。
例
え
ば
、
市
内
商
店
事

業
者
に
対
し
て
、
テ
ナ
ン
ト
へ
の

入
居
推
進
策
や
、
出
店
優
遇
措
置

を
検
討
し
て
い
た
だ
く
事
、
地
元

の
人
達
及
び
就
労
困
難
者
に
対
し

て
雇
用
の
創
出
に
つ
な
が
る
様
最

大
限
の
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。

ま
た
、
良
好
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の

協
力
と
し
て
、
交
通
安
全
対
策
、

周
辺
地
域
へ
の
環
境
影
響
に
対
す

る
十
分
な
調
査
・
対
応
、
事
前
説

明
会
に
関
し
て
は
、
周
辺
地
域
の

皆
さ
ま
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
丁
寧
に
実
施
す
る
事
を
お
願
い

し
た
い
。

【
議
員
】「
モ
ラ
ー
ジ
ュ
泉
北
」
の

オ
ー
プ
ン
に
際
し
て
、
様
々
な
問

題
が
発
生
す
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
市
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
ろ
う
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市議会の内容をより早くお伝えするため、ホー
ムページを開設し情報の提供を行っています。
市議会の最新のデータや議会制度等も紹介して

おり定例会の流れなどを分かりやすく説明してい
ます。
また、定例会毎に会議での内容を記録した「会議
録」を作成しています。
市議会事務局、市政情報コーナー及び市立図書

館で自由に閲覧でき、議会のホームページでもご
覧いただけます。なお、第２回定例会の会議録は
９月中旬に完成の予定です。

和泉市議会ホームページアドレス
http://www.gijiroku.jp/izumi/index.html

市議会ホームページを

開設しています

読みやすく親しみやすい「市議会だより」

の紙面づくりのために、みなさまのご意見を
はがきやFAX等でお寄せください。

〒594-8501
和泉市府中町二丁目７番５号
和泉市役所　議会事務局
電話：0725・41・1551（内線1723・1724）
FAX ：0725・43・4525

ご意見ご感想をお寄せください

○
道
路
占
用
許
可
〜
「
電
線
繁
茂
」
に
つ
い
て

○
文
化
芸
術
振
興
に
つ
い
て

○
学
童
保
育
に
つ
い
て

○
学
校
教
育
副
教
材
に
つ
い
て

○
当
初
予
算
の
編
成
に
つ
い
て

○
高
齢
世
帯
と
個
人
情
報
保
護
条
例
の
関
係
に
つ
い
て

○
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

○
住
宅
政
策
に
つ
い
て

○
天
引
き
す
る
件
に
つ
い
て

○
ご
み
行
政
に
つ
い
て

○
ト
リ
ヴ
ェ
ー
ル
和
泉
の
開
発
に
つ
い
て

○
公
共
施
設
駐
車
場
の
障
害
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て

○
公
共
施
設
の
ベ
ビ
ー
カ
ー
設
置
に
つ
い
て

○
生
活
保
護
に
つ
い
て

○
専
決
処
分
に
つ
い
て

○
基
幹
農
道
に
つ
い
て

○
教
育
・
子
育
て
に
関
す
る
影
響
に
つ
い
て

○
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
影
響
に
つ
い
て

その他の質問項目

【
議
員
】
今
年
一
月
に
誕
生
し
た

橋
本
知
事
は
、
大
幅
な
財
政
改
革

案
を
発
表
し
た
。
和
泉
市
全
体
へ

の
影
響
額
は
、
今
年
度
約
五
千
四

百
万
円
、
来
年
度
約
一
億
五
千
二

百
万
円
で
、
福
祉
分
野
で
の
影
響

が
顕
著
で
あ
る
。
来
年
度
、「
街

か
ど
デ
イ
ハ
ウ
ス
」
は
補
助
金
が

半
減
に
な
り
、
減
額
分
を
地
域
支

援
事
業
の
介
護
予
防
事
業
と
し
て

実
施
、「
地
域
福
祉
総
合
相
談
員

（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）」「
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
補
助
金
廃

止
と
な
っ
て
い
る
が
、
各
事
業
に

対
す
る
市
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

【
理
事
者
】「
街
か
ど
デ
イ
ハ
ウ
ス
」

の
努
力
で
介
護
予
防
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
重
要
性

は
増
す
も
の
と
考
え
て
い
る
。
他

の
２
つ
に
つ
い
て
も
大
き
な
成
果

を
あ
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
有
効
な

事
業
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

【
議
員
】「
街
か
ど
デ
イ
ハ
ウ
ス
」

で
の
介
護
予
防
事
業
と
現
在
実
施

し
て
い
る
事
業
と
の
整
合
性
等
が

不
透
明
で
あ
る
。
ま
た
Ｃ
Ｓ
Ｗ
が

年
間
に
受
け
る
相
談
件
数
は
５
千

大
阪
維
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
の

影
響
に
つ
い
て

件
に
近
い
。
地
域
に
根
ざ
し
た
事

業
は
、
市
民
へ
の
具
体
的
な
安
心

と
繋
が
っ
て
い
く
。「
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
最
小
限
に
抑
え

る
」
た
め
に
、
何
が
必
要
な
の
か

し
っ
か
り
と
見
極
め
て
ほ
し
い
。
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（この市議会だよりは69,000部作成し、一部あたりの単価は5.04円です。）

場所：議場　１号館４階

（入口は１号館３階税務室資産税担当横）

：委員会室　３号館３階

定員：議場　40席

（車いすスペース

３台分）

：委員会室　７席

（音声傍聴 10席）

市議会では、市民の皆さま

の生活に直結した問題が議論されています。市政を身近

に感じていただくためにも、ぜひ傍聴してください。

傍聴は、備え付けの傍聴券に住所、氏名等をご記入い

ただくだけで簡単にできます。

いずれも、開会予定時刻の15分前から先着順に入室

できます。尚、委員会につきましては定員を超える場合

は抽選となりますのでご了承ください。

平成20年第２回定例会の本会議傍聴者数
６月１６日（月）（３人）、２５日（水）（４０人）

２６日（木）（２２人）、２７日（金）（２人）
合計（６７人）

＊第３回　定例会の予定＊

平成20年第３回定例会は、次の日程で開催される予

定です。なお、議事の都合により日程や開会時間が変更

される場合もありますので、詳しくは市議会事務局まで

お問い合わせください。

電話：0725・41・1551（内線1722・1725）

日    程       　会       議 

本会議（役員選挙） 

本会議（議案審議） 
厚生文教委員会・協議会 
都市環境委員会・協議会 
総務安全委員会・協議会 
議会運営委員会　 
本会議（一般質問） 
本会議（一般質問） 
本会議（議案審議） 

 場  所 

議　　場 

議　　場 
委員会室 
委員会室 
委員会室 
委員会室 
議　　場 
議　　場 
議　　場 

 開会時間 

午前10時 

午前10時 
午前10時 
午前10時 
午前10時 
午後１時 
午前10時 
午前10時 
午前10時 

10月  1日 
 　  ～7日 
10月10日 
10月14日 
10月15日 
10月16日 
10月17日 
10月22日 
10月23日 
10月24日 

（水） 
（火） 
（金） 
（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（水） 
（木） 
（金） 

１、議員報酬の

日割り計算について

６月に行われた第２回定例会において、議

員提出議案「和泉市議会議員の報酬及び費用

弁償等に関する条例の一部を改正する条例制

定について」が原案どおり可決されました。

この条例改正により、改選における任期満

了や議員の辞職等で支給されるその月の議員

報酬は、その職を離れた日までの日数で計算

して支給、また選挙後の新任議員については、

その職についた日からの日数で計算し、その

月の報酬が支払われることになります。

２、常任委員会視察報告

議会では、市民生活の向上や市政の発展に

資するため、各常任委員会ごとに行政視察を

行っています。平成20年度に実施した視察

は次のとおりです。

■総務安全委員会
日　時：４月16日～17日
視察先：東京都立川市、千葉県市川市
目　的：電子入札システムについて、１％支

援制度・e－モニター制度・地域ポ

イント制度・協働事業提案制度につ

いて

■都市環境委員会
日　時：４月23日～24日
視察先：広島県福山市、兵庫県神戸市
目　的：団塊世代支援（UJIターン）事業に

ついて、北野工房のまちの事業及び

施設概要について

■厚生文教委員会
日　時：４月24日～25日
視察先：福岡県宗像市、福岡県福岡市
目　的：小中一貫教育について、総合市民セ

ンター（宗像ユリックス）について、

学童保育事業拡大について


